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れぞれの結晶中では補足変形で生 じた jl12i双晶が存在する｡ この様なサイズの結晶の
方位はⅩ線ラウエ法で求めることは困離であるので精度は少しおちるが電顕の制限視野
回折法を用いて個々の結晶の方位を決定し､母相とM相の結晶方位関係を求め､また兄
弟 晶 同志 の方位 関係 も決定 した｡ その結果結 晶方位 関係 は (011)b//(111)∫,
[oli]b//[112]fに近いことが分った｡ここで添え文字b,fはそれぞれ体心立方晶 (M相)､
面心立方晶 (母相)を示 している｡ この方位関係はFe-Niで報告されている西山-
Wassermannの関係に近い｡さらに図5で示 したようにM相の晶癖面は 10111に近 く


























表 1 兄弟晶 (A-D)の組合せによる形状変化行列の変化
0.99436 -0.02772 -0.02421
0riginal や.02225 1.10931 0.09548
-0.02421 -0.11895 0.89610
0.99436 -0.02597 -0.02597
A+B -0.00098 1.00270 -0.01173
-0.00098 -0.01173 1.00270
A+C
A+D
A+B
+C+D
0.99436 -0.00175 0.00175
0.02323 1.00270 -0.01173
-0.02323 -0.01173 1.00270
0.99436 0.00000 0.00000
0.00000 1.10931 0.09548
0.00000 -0.11895 0.89610
0.99436 0.00000 0.00000
0.00000 1.00270 -0.01173
0.00000 -0.01173 1.00270
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｢パターン形成､運動と統計｣
現 しないことを意味する｡
多結晶試料でそのオーステナイト晶に 111日 焼鈍双晶を含む時には双晶面近傍では異
なる結果が得られた｡この場合マルテンサイトは双晶界面で核形成される場合が多い｡こ
の時､出現する兄弟晶の組合せは限られ24通りの可能性がある兄弟晶の種類が 6種類に減
少する｡ これは双晶界面の片側で形成されたM相に対して界面の反対側では結晶方位が
1800回転しているために歪を緩和出来る兄弟晶の種類が制約を受けるためと解釈出来る｡
このようにFe-Pd合金のコロニー状に形成されるbctマルテンサイ ト晶の特徴的なパ
ターンは各兄弟晶が変態に伴なうマクロ歪を互いに打ち消すように自己調整した結果と結
論出来た｡
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